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【方法】対象は 2013 年 4 月から 2016 年 3 月までに大田原市で３歳健
診を受診した児 1674 名。3 歳健診で①１歳半と比較して BMI が 0.5 以
上上昇かつ 3 歳健診の BMI 16.8〜18.5、もしくは②3 歳健診での BMI
が 18.5 以上の場合は１歳半と比較して BMI 上昇を将来肥満のリスクと
し、①、②のいずれかを満たす児をハイリスクと判定した。その結果、
91 人（5.4%）がハイリスクと判定され、内 46 人(2.7%)が実際に当院を
受診した。その後、多職種で 5歳まで 4ヶ月毎に経過観察し、BMI%の改
善率などを検討した。 
【結果】3 回以上経過観察できた児は、45 人中 39 人であり、39 人中 34
人(87%)で BMI%が平均 9％改善した。 
【考察】我々は出生コホートで 12 歳時に肥満児の一群を除外すると集
団のインスリン抵抗性が低下するというデータを持っている。今回の 3
歳健診のハイリスク児への介入で多くの児の BMIが改善すること、体格
はトラッキングしやすいことを合わせると、本介入のような試みが集団
のインスリン抵抗性を将来にわたって低下させるものと考えている。 
【結論】３歳健診での肥満予防介入で将来の肥満を予防・減らすことが
できれば、将来の集団のインスリン抵抗性の平均値を低下させることが
できる、すなわち、種々の疾患（NCD、がんなど）発症の原因となる高イ
ンスリン血症を抑制できると考えられる。 
